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自己の進路や生き方の選択に生かす ～高校説明会～

26 日（月）、キャリア教育の一環として、12 の上級学校をお招きして高校説明会を開催しました。

目的：各校の教育方針やカリキュラム、卒業生の進学実績等、様々な情報を収集するととも
に、その中から必要な情報を活用し、自己の進路や生き方の選択に生かす

子どもたちは、各校の説明を姿勢良く真剣な表情で聞き入っていました。
高校によっては、卒業生が熱心に楽しく高校のアピールをしてくれたり、ク
イズを出題される等、和やかな雰囲気も見られました。説明に来てくださっ
た先生に感想を聞いてみると、「礼儀正しく、みんな真剣な様子で聞いてく
れました。東陽中の卒業生も、高校で頑張っています。ぜひ、うちの高校に
来てください。」と好評価をいただきました。

①印象や考えたこと
・高校では、いろいろな夢をもった人が学んでいるんだなあと思いました。（1 年）
・色々な学科があり、自分で時間割をつくれる高校があることがわかりました。（1 年）

②今、やらなければいけないこと
・夢、目標を見つけて、それを叶えられるように努力をする。色々なことに興味、関心を
もって過ごすことです。（2 年）

③初めて知ったこと
・普通科志望でしたが、家庭科や建築科等、自分の夢が広がるような高校があって驚きま
した。（3 年） ※キャリアパスポートより抜粋

将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら自分らしい生き方を実現
していくために、10 年後、20 年後の自分の姿を思い描いて、3 年生には具体的な「進路選択」を、1
･2 年生には「自分の夢や希望を実現するために、今、何をすべきか（学ぶか）？」を考えてほし
いと思います。 説明していただいた各校の先生方、自己の生き方を考える大きなきっかけを与え
ていただきました。ありがとうございました。

放送委員会 お昼の番組 生配信Part4 中間考査 ～現在地を確かめ、今後の学習に生かす～

放送委員会の新企画として 4 月にスタートし 29 日（木）、30 日（金）に中間考査を行いまし
たお昼の番組。今回は、図書委員会から「ポッ た。子どもたちの生活ノート（ﾃﾞｲﾘｰﾗｲﾌ）には、
プコンテスト」の告知と「日替わりメニューの 「5 時間勉強しました。バタンキューで寝ました。
ショートコーナー（R さんのとなりのお昼ごは （1 年）」、「○○さんと教え合ったりすることが
ん）」の内容でした。テレビショッピングを模 できました。（1 年）」、「テスト前日だったので、
した寸劇や MC デビューの R さんの迫真の演技 たくさん勉強しました。（2 年）」、「空いている時
に、子どもたちも職員もみ 間を見つけて課題やテスト
な笑顔！笑顔！で大変、楽 勉強をすることができまし
しませてもらいました。子 た。（3 年）」と書いてあり、
どもたちのアイデアに脱帽 前向きに頑張っている様子
です。企画・運営してくれ が伺えました。 toyo スタデ
た図書委員会と放送委員会 ィタイムで自ら計画・実践
の皆さん、ありがとうござ してきた成果が発揮できる
いました。 ことを期待しています。

※ご意見や感想をお待ちしています。「見ました」の一言でも構いません。
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